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建物更生共済の相続税評価

Q:父は、地元の農業協同組合との間で、

父所有の店舗の共済を目的とする建物更生共

済に加入し、掛金を負担していましたが、先

月亡くなりました。

この建物更生共済は、相続税の計算上どの

ように取り扱うのでしょうか。

A:相続開始時の解約返戻金相当額が、相

続財産となります。

【解説】

建物更生共済等の損害保険契約に係る権利

については、相続税法上、特別の定めがあり

ません。

しかし、契約者が共済契約による掛金を負

担している場合には、その契約に関する権利

はその建物等を相続等により取得した者に承

継されることになります。

したがって、契約者が共済契約による掛金

を負担している場合には、その契約に関する

権利は相続人等が相続等により取得する本来

の財産として相続税の課税対象になります。

また、その評価額は、相続開始時の解約返戻

金相当額で差し支えないものと思われます。

なお、建物所有者が被相続人以外の者で、

被相続人が掛金を負担していた場合には、約

款に受取人についての特記事項がない限り、

契約者が共済掛金を支払った都度その利益は、

建物所有者に帰属しているものと考えられる

こと、また、生命保険契約に関する権利のよ

うに相続税法上みなす規定の定めがありませ

んから、掛金を負担していた者が死亡しても

相続税の課税対象にはなりません。
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